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2004 年 2 月、18 歳以上を対象とした内閣府による「科学技術と生活に関する世論
調査」が 6 年ぶりに行われた (前回の 1998 年の調査は総理府による)。その結果、
「科学技術についてのニュースや話題に関心がある」と答えた人の割合は、前回の調
査 (58.1%) から 5.4% 減の 52.7% であった。また、同じ調査で、科学技術者の話を聞く
ことへの関心を尋ねたところ、ここでもやはり、前回の調査よりも 6.4% (57.1% から
50.7%) の減少だった。さらに、上記の質問で「話を聞きたくない」と答えた人にその理
由を尋ねたところ、「科学技術にあまり関心がないから」「身近に感じる機会がないか


















































































































◯ 第 1 セッション「縫い目のない文化を語る」
スティーブン・ミラー(ロンドン大学ユニヴァーシティ カレッジ教授)
「ヨーロッパのサイエンスコミュニケーション — 2 つの文化問題を超えて—」
チョ・スックギョ (韓国科学財団国際部長)
「韓国における科学技術公衆理解—韓国科学財団の取り組みを中心に—」




木村 政司(日本大学藝術学部教授)「アート + サイエンス = カルチャー」
◯ 第 3 セッション「科学のひらめきとかがやき」
司会: 高柳 雄一(電気通信大学教授)
ゲスト:中谷 日出 (NHK 解説委員)、植 木淳朗 (慶應義塾大学大学院)
◯ オプショナルセッション「科学茶房」
会場展示:ヤマ・ダ・リュウ (ゲノムアーティスト)、 ウォーターパール
ゲスト: 本川 達雄 (東京工業大学教授)
3.アンケートの概要
アンケートは 108 名の方から回答をいただいた。性別は男性 64%、女性 36%。年齢構成は 20 代から 50 代、60
代以上それぞれほぼ同数であった。また、参加者のバックグランドをみてみると、理系 63%、文系 28%、アート系6%、
その他 2% であった。
参加した感想は、「おもしろかった」 36%、「どちらかといえばおもしろかった」 40%、「ふつう」 10%、「どちらかとい


















































・「科学技術動向 2005 年 2 月号」(2 月 28 日発行)
特集 1 食物アレルギー研究の動向
ライフサイエンス・医療ユニット 島田 純子





Perspectives on S&T Policy"の総合タイトルの下、下記の各セッションで当所スタッフ(客員含
む)が発表を行った。
・セッション:University-Industry Research Collaboration and Regional Development(2/18 8:30-
10:00)
"Industry-University Linkage Serving Regional Development: Japanese Experiences"
6
原山 優子 (第３調査研究グループ客員研究官/東北大学教授);スピーカー
"Quantitative and Qualitative Analysis on the Level of Regional S&T Activities toward
Sustainable Innovation"
齋藤 尚樹 (第３調査研究グループ総括上席研究官);ディスカッサント
・セッション:National Strategic Planning and Assessment for S&T (2/20 8:30-11:30)
"Highlights of the Comprehensive Review of Japan's S&T Basic Plans"
近藤 正幸 (第２研究グループ客員総括主任研究官/横浜国立大学教授);スピーカー
"The Evolutionary Foresight Process and Its Application to Agenda-Setting for S&T Policy"
奥和田久美 (科学技術動向研究センター上席研究官);スピーカー
(※齋藤 尚樹;共同オーガナイザー兼モデレータ)
・セッション:Cross-National Perspectives on Issues in S&T Policy(2/20 15:30-17:00)
"Medium- and Long-Term S&T Policy Planning in Japan"
永野 博 (科学技術政策研究所所長);スピーカー
(※齋藤 尚樹; 共同オーガナイザー兼ディスカッサント)
文部科学省科学技術政策研究所広報委員会(政策研ニュース担当: 情報分析課 news@nistep.go.jp)
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